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一

遭
一
訊

去
る
七
月
十
H
、
午
後
二
時
よ
り
当
所
五
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
和
田
通
産
省
政
策
局
長
は
じ
め
政
衡
係
者
並
び
に
近
畿

各
商
工
会
議
所
関
係
者
約
百
五
十
名
の
出
席
に
ょ
り
近
畿
商
工

会
議
所
連
合
会
通
常
総
会
が
閉
催
さ
れ
た
。

同
総
会
は
ま
ず
地
元
商
1
会
鄭
と
し
て
大
森
会
頭
が
歓
迎

の
挨
拶
を
な
し
近
商
連
佐
伯
会
長
が
議
長
と
な
り
審
議
に
入
り

四
十
九
年
度
事
業
報
告
経
費
収
支
決
算
お
よ
び
五
十
年
度
事

茶
N
案
、
経
費
収
支
予
算
案
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
。

引
き
統
き
、
任
期
準
に
と
も
な
う
役
員
改
選
に
入
り
、
会
長

に
佐
伯
勇
氏
(
大
阪
)
、
副
会
長
に
森
下
弘
氏
(
京
都
)
、
砂

野
仁
氏
(
袖
戸
)
Π
以
上
再
仟
、
池
内
弥
三
郎
氏
(
大
和
高
田
)

1
新
任
・
を
選
出
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
深
刻
化
す
る
イ
ン
フ
レ
の
中
で
不
況
の
波
を
も

ろ
に
う
け
て
い
る
中
小
傘
者
に
対
す
る
政
策
の
強
化
を
求
め

る
た
め
関
係
方
面
に
要
望
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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卸
団
地
建
設
気
運
に
寄
せ
て

,
ψ
、
、
'
、
,
、

一
・
.
〔〒

、

.
'
一
,

私
は
今
年
の
春
に
現
職
に
つ
く
迄
、
木
店
で
卸
団
地
等
の
資
出
関
係
の
馨
を
扣
Ⅷ
1
し
、
<
上
国
-
 
0
0
余
に
及
ぶ
卸
団
地

の
「
計
画
段
階
か
品
営
段
階
に
至
る
迄
」
の
様
々
な
ケ
ー
ス
に
タ
ッ
チ
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
、
歌

今
、
奈
良
商
工
会
辧
の
禦
会
の
有
志
の
方
ん
が
卸
団
地
を
造
る
動
き
の
あ
る
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ず
関
心
を
よ
せ
て
い
る

し
、
ま
た
商
工
中
金
と
し
て
も
、
団
地
等
の
専
門
金
融
機
関
と
し
て
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
立
場
に
た
た
さ
れ
る
こ
と
に
な

Ⅲ脚

ナ卸
団
地
に
対
す
る
川
と
県
に
ょ
る
助
成
制
度
(
制
度
上
は
中
小
璽
高
度
化
事
業
の
中
の
儒
笈
団
化
)
が
三
八
年
佳

発
足
し
て
早
や
三
年
Π
に
当
る
が
、
四
九
年
度
迄
に
-
 
0
八
の
卸
団
地
が
誕
生
し
、
五
0
年
度
も
ご
二
団
地
が
新
規
助
成
を

.

待
っ
て
い
る
。
拡
が
り
も
全
国
的
に
な
り
今
や
店
舗
等
集
団
化
事
業
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
府
県
は
、
京
都
・
奈
良
・
熊
木

大
分
・
沖
縄
の
五
府
世
止
ま
る
程
度
で
あ
る
。
平
均
的
規
模
は
、
一
団
地
当
り
参
加
企
釜
六
社
・
路
面
禎
三
四
千
.
m

投
資
額
三
四
俺
円
で
あ
る
が
四
八
年
の
狂
乱
物
価
以
来
、
投
資
額
は
五
割
増
し
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

咋
今
の
不
況
と
投
資
額
の
増
橘
も
あ
っ
て
卸
団
地
の
新
設
は
減
り
そ
う
な
も
の
だ
が
、
四
十
七
年
度
迄
の
新
設
テ
ソ
。
ホ
(
年

山

<
件
)
に
比
べ
て
四
十
八
年
皮
以
降
は
年
三
件
と
五
割
ア
ッ
プ
し
て
船
り
意
外
の
感
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
走
ら
せ

州

た
引
き
金
は
色
々
に
当
え
ら
れ
る
。
そ
の
主
な
も
の
の
第
一
は
集
配
効
率
の
悪
化
で
あ
ろ
う
。
物
流
コ
ス
ト
は
交
通
の
織
巾
と

一

規
制
の
強
化
に
つ
れ
て
都
兪
の
企
隆
ど
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
は
拡
張
雌
で
あ
る
。
需
要
の
多
様
化
で
取
扱
商
品
は

一

増
え
る
が
そ
の
品
型
が
立
地
的
に
困
誓
な
っ
て
ぃ
る
。
ま
た
、
」
畏
物
処
理
に
も
事
欠
い
て
い
る
。
第
三
は
小
雫
U
の
部

散
で
あ
る
。
小
死
店
の
取
引
燭
屋
数
は
、
大
幅
に
ふ
ぇ
て
お
り
、
問
屋
の
籍
度
の
高
い
地
域
へ
、
什
入
ル
ー
ト
の
切
替
え
が
盛

ん
で
あ
る
。
一
方
、
既
存
の
卸
団
地
は
ど
ぅ
か
。
団
地
の
規
模
、
態
様
に
ょ
っ
て
一
概
に
は
云
え
な
い
が
、
参
加
亀
が
多
い

団
地
ほ
ど
、
前
述
認
業
の
も
つ
悩
み
が
解
決
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
第
一
の
悩
み
の
「
器
効
率
の
発
L
 
は
交
通
条
件
の

北
術
さ
れ
た
郊
外
の
好
立
地
へ
の
移
転
で
集
配
効
率
は
グ
ー
ソ
と
改
善
さ
れ
商
開
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

汰
に
「
拡
張
雌
」
に
つ
い
て
は
、
跡
地
を
処
分
L
て
適
正
な
規
模
へ
の
移
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
大
の
力
と

た
っ
た
点
は
、
異
業
儒
菜
儒
屋
の
"
さ
れ
た
集
積
で
、
商
圏
内
の
小
売
店
の
品
揃
え
に
不
冉
山
さ
せ
な
い
商
品
枇
成
が

可
能
と
な
り
、
小
光
店
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
小
売
店
の
流
れ
を
変
え
た
。
そ
し
て
更
に
は
個
々

の
傘
で
は
で
き
な
か
 
0
た
こ
と
が
共
同
化
(
倉
庫
・
配
送
・
箱
舎
・
展
示
場
・
ガ
ソ
リ
ソ
ス
女
ソ
ド
・
計
乱
務
等
)
で
実

現
で
き
た
'
々
の
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
る
卸
団
地
が
多
い
。
点
在
し
て
い
る
卸
売
業
者
の
悩
み
を
雛
す
る
特
禦
が
団
地
化

.一

に
あ
る
、
と
い
う
武
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の
力
に
は
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
も
あ
ろ
ん
卸
団
地
は
協
同
組
介

一

組
織
が
器
で
あ
り
、
参
加
企
条
員
の
協
調
黒
意
、
と
り
わ
け
、
社
運
を
か
け
有
水
の
陣
?
心
愆
気
が
、
大
き
な
原
動
゛

力
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
各
団
地
共
・
場
所
・
業
種
構
成
・
規
模
等
に
ょ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。
要
は

会
似
で
は
駄
目
で
、
冉
分
ら
の
体
力
と
商
鬮
に
合
っ
た
も
の
を
見
つ
け
て
造
る
こ
と
か
'
で
あ
り
、
卸
団
地
で
は
な
い
が

人
真
似
人
任
せ
で
造
っ
た
団
地
で
、
三
つ
ほ
ど
つ
ぶ
れ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
基
礎
体
力
の

一

乏
し
い
企
業
に
と
っ
て
は
団
地
に
参
加
す
る
こ
と
が
却
「
て
命
取
り
に
な
る
点
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
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黙
四
十
九
年
度
の
辧
輪
告
、
収
支
決
算
系
認
を
求
め

る
通
常
議
員
製
が
、
去
る
七
河
二
寸
二
H
、
四
階
ホ
ー
ル
に

船
い
て
大
森
会
頭
、
上
川
、
安
喋
嘉
会
頭
ほ
か
六
十
八
名
の

出
吊
に
ょ
り
開
^
さ
れ
た

条
は
、
手
報
告
班
の
①
議
員
一
 
W
動
1
立
花
和
夫

氏
(
関
西
電
力
鵠
奈
良
支
店
長
)
、
扶
木
昇
氏
(
鵠
幸
福
相
五

銀
行
奈
良
支
店
長
)
が
そ
れ
ぞ
れ
議
員
屍
仟
②
専
務
醍
辞

任
に
つ
い
て
(
卿
"
田
N
務
"
●
月
二
十
八
日
付
で
辞
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.
〆、

^ノ 'ノ"、、S、

ノ
、ノ

i
'.ーー.

^ ^

ニ"子言、'〔゛●凝筆 ゛

"

蹴

^

仟
)
、
望
赫
讐
報
告
(
四
刀
1
六
打
)
、
ω
新
入
会
員
に

つ
ぃ
て
(
会
員
増
強
)
器
局
よ
り
報
業
あ
り
、
こ
れ
を
了

承
。次

い
で
恊
議
班
に
入
り
迫
加
議
案
と
し
て
、
製
頭
補
欠

選
任
同
意
に
つ
い
て
は
万
場
一
致
の
同
・
愆
に
ょ
り
小
林
茂
市
氏

全
裂
宅
側
社
長
)
が
副
会
頭
に
兇
さ
れ
、
①
専
務
艸
群

初
ケ
選
仟
"
・
一
だ
つ
い
て
も
満
易
一
致
の
同
,
一
だ
よ
り
卜
<
介
武

"
力
氏
力
専
務
川
小
に
就
任
。
?
二
け
畿
貝
袖
欠
選
任
こ
つ
い
て

は
、
立
花
和
夫
関
西
磁
力
側
奈
良
轟
長
を
満
場
一
致
で
選
任

し
た
。
次
い
で
③
昭
和
四
十
九
趣
染
耕
、
②
同
収
支
決

郷
並
び
に
6
昭
和
五
十
趣
小
小
傘
相
談
所
(
衡
△
豆

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
快
靈
・
署
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
を
得

ナ
岡
焚
厶
終
了
後
、
五
階
大
ホ
ー
ル
に
浦
い
て
、
観
光
水
朶
と

倒
.
^
く
り
^
^
り
痢
ん
^
霜
ら
^
る
藤
Ⅷ
^
^
^
村
^
の
^
Ⅱ

栄
一
氏
を
講
師
に
、
「
Π
水
の
ボ
来
図
L
 
と
題
し
壽
芋
仟

聰
同
H
の
円
程
を
と
ど
こ
船
り
な
く
終
了
し
た
。

二

、

三
三
二
一
三
三
三
三
妄
三
三
三
三
三
三
三
三
一
冨
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
壬
=
一
三
三
一
=
三
三
一
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
=
一
三
三
三
=
一
三
三
一
=
三
三
一
=
三
三
一
=
三
三
一
=
Ξ
=
三
三
一
=
=
一
三
=
一

会

、
J
-一

電
參
.

,

一
:
一
.
ニ
=
ー
-
]
一
三
.
ニ
,
三
、
一
}
=
=
=
:
一
一
.
一
:
ニ
=
ー
=
冒
二
三
一
.
一
.
一
昌
=
ー
-
一
一
一
.
一
.
二
一
.
ニ
ニ
ニ
ー
=
=
:
:
一
:
 
h

一
新
役
員
一 J

^
「
,

、
三
史
〔
一

:
=
=
ー
=
冒
=
.
ニ
,
.
一
.
毛
=
ー
-
一
一
三
;
ニ
"
一
二
一
=
1
三
一
一
.
一
.
ニ
,
:
一
二
=
1
三
一
二
一
.
一
一
:
ニ
ニ
=
ー
=
ニ
ニ
:
】
一
.
ニ
"

゛
'
' 」

一

子'=
Ξ

〒

ニ
ー一

リ

'
子
、
盧
雫

亀

"

一
毛
、
▲

,
●
、
子

、
4
、
J
 
J

=

竜、'
ー

"
卦

'

=

え
八

ψ
.
曾
湾
冬
受

d
 
ナ
ノ
゛
、
ー
」
〕

1
点
,
イ
^
^
,
1
,

J
 
,
之
ミ
一
^
会
^

一
宅
,

ー
!
!
ー
!
!
ー
ー
!
ー
ー
ー
ー
!

0

玉J之
゛

1'

'

づ
、

羊
■
一

一毛

J=、一
゛

、
゛
'

=
■
'

=
畦
'

一

?

ー
!
!
!
!
!
!
!
!
ー
!
ー
ー
!
;

.
ー

異

J、
"
司
』
、

ミ
'
ぞ
ノ
.
シ
.
一

ゞ

和
井
田
前
専
務
理
事

永
年
勤
続
に
ょ
り
表
彰
さ
る

去
る
五
月
二
十
八
Π
付
で
辞
任
さ
れ
た
和
井
田
恒
首

N
務
器
は
同
総
会
に
お
い
て
、
永
年
勤
誓
よ
り

衷
彰
状
が
手
わ
た
さ
れ
た
。

ま
た
、
伺
日
付
で
当
所
参
b
ナ
に
就
任
さ
れ
た
。
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特
別
寄
稿

三
つ
の
免
許
証

は
じ
め
こ

三
つ
の
免
一
"
・
'
と
は
、
 
W
艸
打
の
免
詐
蔽
、
七
ー
ル
ス
の
免

許
証
、
夫
射
の
免
゛
肌
で
,
め
る
。
い
ま
、
こ
の
郁
の
免
詐
証
は

0
て
し
な
、
カ
、
小
司
<
Π
な
人
山
も
越
こ
さ
ず
、
な
ん
と
か

,
Uべ

、
"
て
き
て
し
る
<
ノ
さ
ら
:
:
:
と
川
^
力
れ
る
^
、
あ
ろ
う
か

と
川
心
う
力
.
:
.
:
ノ
ノ
立
で
、
こ
ら
,
ー
た
力
、
1
0
、
こ
れ
力
ら
仰
免
許

で
う
ま
く
W
け
る
ル
は
'
よ
佃
つ
・
な
い
。
よ
り
{
^
^
ヒ
、
よ
り

、
0

L

砺
リ
に
ょ
り
;
州
に
牛
き
る
た
め
と
、
<
止
業
の
茶
栄
の
た
め

に
そ
h
ぞ
れ
L
苗
1
必
妾
心
免
,
'
'
」
R
得
さ
れ
る
こ
と
を

劃
十
み
た
い
も
の
で
.
め
る
。

゛

、

ユ

ゾ

管
理
者
の
免
許
証

瞥
艸
'
の
任
膓
オ
斜
励
の
と
こ
ろ
一
 
U
*
の
成
巣
ヅ
ち
、
D

^
よ
、
つ
^
溌
^
^
^
^
一
,
包
o
d
り
七
^
,
^
、
一
^
^
J
^
」
,
^
d
寸
^
、
よ
り

向
上
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
貝
任
を
俗
党
さ
h
て
い

,
す
ぐ
れ
た
瓢
繊
を
つ
く
る
こ
は
、
ど
ぅ

る
゛
U
川
1
-
"
よ
、
Ⅱ

し
た
ら
よ
い
力
,
一
、
そ
の
た
め
に
ょ
「
ど
ぅ
V
う
り
ー
、
タ
ー
シ

ツ
プ
の
あ
り
力
が
必
.
安
な
の
か
」
、
主
た
、
一
'
署
は
り
ー
グ

ー
と
し
て
行
動
し
、
多
く
の
部
下
の
努
力
を
指
導
L
励
ま
し
、

そ
の
力
を
総
介
化
L
て
Ⅱ
的
を
迩
成
し
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い

「
ど
ぅ
す
れ
ぱ
、
そ
れ
が
一
番
う
ま
く
い
く
か
L
 
思
吉
し
努
力

し
つ
づ
け
る
H
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
莅
剛
題
昇
え
て
く
れ

る
の
が
、
鴛
ぽ
訂
の
免
許
.
耻
と
い
b
れ
る
『
グ
リ
ッ
ド
楡
』

゛
、

(
椛
子
論
)
で
あ
る
。

グ
リ
ッ
上
側
土
、
り
,
,
ぼ
"
の
火
関
、
L
4
 
業
荷
と
沸
 
F

(
人
岡
)
と
の
市
制
塑
」
分
析
し
、
そ
の
効
果
リ
親
決
へ
の
米

橋

、
.
、
.
..

,
/
P

口
を
Π
ル
つ
け
る
屯
映
な
下
が
か
り
を
b
ソ
え
て
く
れ
る
。
ま
た
管

ー
と
し
て
り
ー
タ
ー
シ
ッ
プ
の
不
§
を
認
微
さ
せ
て
く
れ

る
N
楡
で
あ
る
。

グ
リ
ッ
ド
論
を
袖
く
評
仙
す
る
即
山
の
一
つ
に
、
グ
リ
ッ
ド

論
が
累
織
中
心
の
や
り
力
、
と
需
下
中
心
の
や
り
方
L
 
を

向
け
に
フ
ル
に
炎
抑
す
る
に
土
、
ど
ぅ
し
た
ら
よ
い
か
、

;
ー
:

典
Π
州

■
の
考
え
力
(
心
の
小
に
あ
る
鬨
心
の
傾
向
)
を
中
心
に
究
明

さ
れ
て
い
る
ー
あ
る
。

熊
N
岩
の
ー
・
行
列
の
竹
後
こ
よ
ぢ
え
力
伶
轡
ガ
あ

る
。
ぢ
ぇ
力
が
ま
ず
あ
 
0
て
、
や
り
力
と
い
う
の
は
、
そ
の
吉

え
力
に
ょ
 
0
て
決
ま
る
。
従
0
て
、
射
咋
岩
の
打
動
・
態
皮
を

裂
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
支
配
的
な
野
え
方
を
変
え
な、

け
れ
は
な
ら
な
い
敬
川
俄
に
あ
る
人
の
日
帛
の
行
動
・
嘩
父

を
分
析
し
て
み
る
と
、
そ
の
行
動
・
態
度
は
、
そ
の
人
が
,
危
畊

艸
と
は
し
こ
う
す
べ
き
だ
と
、
 
H
卿
倫
じ
て
船
ら
れ
る
苛
え
力

に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

グ
リ
ッ
ト
^
噂
^
テ
智
は
、
^
畍
加
叫
^
松
で
^
.
^
に
^
一
^
L
、
^
H
の
~
伯

汀
靭
他
と
な
っ
て
い
る
和
修
老
に
牙
変
革
と
ー
の
生
ま

れ
る
ま
で
同
じ
と
と
会
剛
く
り
か
え
し
叢
H
t
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。
中
小
傘
倫
場
で
は
現
実
の
闇
題
と
し
て
、
"

撃
村
が
職
場
を
六
Π
'
剛
れ
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
な
こ
占
で

な
い
。
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
く
る
た
め
、
叉
研
修
と
し
て
、
、
A
兪

所
が
休
日
の
士
・
日
を
利
用
し
て
一
泊
二
Π
で
、
五
回
中
の
一

舸
空
^
^
日
し
、
後
の
四
回
は
^
^
内
の
^
月
^
^
の
た
め
に
も
^

朶
の
繁
栄
の
た
め
に
も
、
竹
郡
,
粋
に
 
4
-
目
"
職
の
ラ
イ
セ
ソ

ス
"
の
持
た
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ざ
ど
"
ブ
レ
ー
ク
・
ム
ー
ト
ソ
両
博
士
茗
『
期
符
さ
れ
る

管
昇
像
』
(
,
器
短
大
出
版
)

同
両
呼
ゴ
"
打
『
グ
リ
ッ
ド
方
式
に
ょ
る
組
勢
く

り

ガ

爪

勝

次

、
:
.
■
●
●
.
Ξ
.
●
、
.
与
:
.
■
●
:
.
●
゛
.
畢
●
三
:
.
●
●
:
.
●
■
、
:
●
●
曝
:
:
ー
.
■
.
」
●
.
司
:
●
」
●
.
'
:
.
■
,
●
.

5

工
業
部
会
長
に
上
林
安
彦
氏

セ
ー
ル
ス
の
免
許
証

セ
ー
ル
ス
一
シ
の
頭
の
小
に
は
、
最
低
大
き
な
二
つ
の
関
心

小
が
あ
る
。
一
つ
は
「
死
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
関
心
」

、

他
の
一
つ
は
「
瀬
鉾
に
対
す
る
関
心
L
 
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

勺
関
心
』
は
、
販
孝
同
と
い
っ
た
最
の
こ
と
で
は
な
い
。
セ
ー

ス
マ
ン
の
心
の
中
に
あ
る
恩
の
傾
向
の
こ
と
で
あ
る
。
成

ル果
を
あ
げ
る
に
つ
い
て
の
ぢ
ぇ
方
や
気
持
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

セ
ー
ル
ス
マ
γ
^
、
一
.
、
n
う
ま
^
も
な
く
、
血
^
刀
の
^
ノ
え
^
^

キ圭
畦
ノ

L

'

か
、
ま
た
鼎
兪
製
長
に
は
立
花
和
夫
氏
(
関
西
電

力
繋
良
轟
長
)
が
そ
れ
ぞ
れ
就
仟
さ
れ
立
し
た
。

デ
一

.
●
.
、
:
、
.
◆
.
写
■
'
.
喜
:
、
,
■
:
.
、
.
●
闇
辱
:
、
■
◆
.
、
:
■
:
.
、
.
'
.
冒
:
、
.
●
写
、
:
'
■
●
■
:
.
弔
昆
.
■
、
,
.
'
:
.
、
■
●
:
:
:
●
、
昌
.
早
.
●
、
.

島
輝
夫
前
工

爺
会
長
の
転

任
に
と
、
な
い
、

空
席
と
な
っ
て

た
山
吊
工
業

い部
会
R
、
に
上
林

{
'
氏
(
上
林

化
学
鵠
社
長
)

'
乱

一

'

.
゛

4

一
一

「

皇
圭

.

↑

毛

ニ
、
イ

、
=
'、
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努
い
て
打
動
す
る
。
従
っ
て
、
七
ー
ル
ス
マ
ソ
の
セ
ー
ル
ス

行
動
は
、
心
の
中
の
ぢ
ぇ
ガ
を
灰
映
し
た
、
の
で
あ
る
。
大
水

な
こ
と
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
七
}
ル
ス
す
る
こ
と
Π
休
に
、

ど
の
よ
う
な
関
心
を
も
0
て
い
る
か
、
同
時
に
瀬
客
に
対
し
て

ど
ぅ
い
っ
た
関
心
を
も
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に

こ
の
二
つ
の
関
心
が
、
ど
の
よ
う
な
恕
介
わ
せ
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
、

力
セ
ー
ル
ス
の
免
許
証
と
い
う
『
七
ー
ル
ス
・
グ
リ
ッ
ド
』
は

先
き
に
指
捕
し
た
セ
ー
ル
ス
能
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て
ー

何
が
セ
ー
ル
ス
効
率
を
妨
げ
て
い
る
か
、
逆
に
、
何
が
役
に
立

つ
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
、
さ
立
ざ
ま
な
事
尖
、
ぢ
ぇ
方
、
態

度
、
成
苗
乞
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
郡
論
は
、
販

七
^
^
当
^
村
だ
け
^
な
く
、
^
買
^
瞥
^
、
^
^
^
^
^
凹
^
、

碁
ら
に
は
釡
獣
関
の
預
釡
勧
井
に
、
役
立
つ
郡
論
で
あ

る
。参

ぢ
"
"
ブ
レ
ー
ク
・
ム
ー
ト
ソ
両
轡
士
一
X
 
『
セ
ー
ル
ス

グ
リ
ッ
ド
L
 
(
・
罷
知
火
出
板
)

い
る
従
業
員
が
独
立
開
柴
す
る
響
に
必
要
と
す
る
事
業
資
金

に
関
し
、
貸
付
限
度
に
特
例
を
設
け
る
等
に
ょ
り
、
そ
の
融
資

の
円
花
を
図
り
、
中
小
企
券
従
業
員
の
勤
労
意
欲
の
向
上

等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
"

ス

生
沃
に
小
し
分
の
な
い
者
で
も
、
学
習
t
る
こ
と
に
ょ
っ
て
一

層
楽
L
い
鄭
生
活
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
④
現
在
、
夫
琵

活
が
思
い
^
り
に
い
っ
て
い
な
い
人
は
、
な
、
せ
、
そ
う
な
の
か

今
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
、
ど
ぅ
な
っ
て
い
る
の
か

教
え
て
く
れ
る
と
。

匪
に
船
け
る
家
緊
R
の
人
闇
関
係
に
、
夫
婦
の
人
闇
関

係
の
患
が
及
ぼ
す
影
粋
力
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
、
企
業

に
船
い
て
も
、
ト
ッ
プ
・
ミ
ド
ル
の
地
位
に
あ
る
方
の
寒
庭
の

人
開
関
係
の
良
否
が
職
場
の
鱒
ポ
員
に
及
ぼ
す
嬬
心
、
闇
接
的

で
は
あ
る
が
、
主
た
大
き
い
。

「
ふ
と
」
ぢ
ぇ
た
:
÷
、
夬
一
厶
議
他
は
熨
部
会
か
あ
る
。

奈
長
財
界
の
ト
ッ
プ
に
あ
る
婦
人
製
の
方
々
が
、
テ
ス
ト

叢
U
さ
れ
れ
、
は
:
:
:
と
。
そ
れ
で
良
け
れ
.
は
、
余
丙
の
幹
笥

に
、
ま
た
<
在
員
に
、
特
に
結
婚
前
の
男
女
朴
員
に
『
社
員
の

教
養
研
修
』
と
し
て
宗
y
型
仏
め
て
い
か
れ
れ
ぱ
、
と
。

夫
婦
の
免
許
証

ユ

夫
N
誰
し
も
、
本
心
か
ら
Π
分
た
ち
の
欝
術
を
よ
り

豊
か
に
し
た
い
と
饗
上
L
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
夫

婦
の
免
リ
ー
L
 
と
は
、
ブ
レ
ー
ク
・
ム
ー
ト
ソ
両
愽
士
の
司
滞

婚
グ
リ
ッ
ド
』
(
上
*
,
夫
と
嚇
の
命
」
)
産
能
短
大
炭
)

を
指
し
、
そ
の
修
得
空
峡
す
る
も
の
で
あ
る
。

グ
リ
ッ
ド
倫
は
、
現
実
の
斜
嬬
中
江
を
客
御
的
に
見
つ
め
、

こ
れ
ま
で
ど
え
て
も
Π
ル
な
か
0
瓢
嬬
生
誓
対
し
て
新
し
い

可
能
性
を
見
つ
け
、
火
射
の
関
係
で
変
え
る
必
要
で
あ
る
と
こ

ろ
、
相
下
に
接
t
る
苅
L
い
力
法
を
恋
ネ
し
、
夫
婦
小
活
を
強

化
さ
せ
る
た
め
の
賢
噴
な
見
通
し
を
敦
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
グ
リ
ッ
ト
楡
を
乢
f
汽
L
た
^
た
ち
は
、
,
伏
の
よ
う
に
訴
え
て

い
る
。
①
Π
分
が
相
f
に
刈
し
て
、
ど
の
よ
う
に
ぢ
ぇ
、
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
が
b
か
り
、
②
ま
た
、
な
ぜ
、
そ
の

よ
う
に
だ
え
、
^
じ
て
い
る
の
^
も
^
^
り
、
^
^
^
、
^
^

二

し
て
筑
を
霜

張
丙
の
グ
ル
ー
フ
Π
小
価
修
を
心

む
す
び

い
ま
、
<
業
織
め
て
ミ
ひ
し
謙
境
の
中
に
い
る
。
そ
の

<
業
の
中
に
働
く
管
N
者
も
従
業
員
も
<
業
と
同
じ
き
び
し
さ

が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
一
部
の
<
業
で
は
'

境
に
適
'
す
る
た
め
に
と
、
竹
岬
薪
の
棚
卸
し
や
、
特
砂
ガ
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
高
佳
長
瑚
に
船
け
る
(
過
去
の
)
難
昇

の
 
4
-
H
Ⅳ
黙
n
N
の
不
在
ι
で
あ
っ
た
こ
と
を
賀
め
て
、
明

U
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
。
^
臼
、
内
ら
^
^
●
、
、
^
、

行
動
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
鮒
決
へ
の
町
能
性
が
生
ま
h
る
も
の

で
あ
る
。

さ
て
、
三
つ
の
グ
リ
ッ
ド
諭
、
十
分
に
三
つ
く
せ
な
か
っ

た
不
1
分
な
点
は
捉
げ
た
参
ぢ
Ⅱ
"
で
せ
ひ
お
ぎ
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
<
業
暴
栄
と
各
h
の
能
力
向
上
と
多
幸
を
願
っ
て

W
否
:
.
J
'
診

.
゛
.
.
.
.

り
、
・
:
沙
、

:
.
f
一
一
γ
.
・
'

従
業
員
独
立
開
業
資
金

融
資
制
度
の
創
設

つ
い
て

、

一
】

し

1

政
府
は
、
今
般
、
川
民
金
融
公
砧
の
特
別
貸
付
仰
度
と
し
て

従
業
員
狄
立
開
菜
資
金
融
資
制
度
(
い
わ
ゆ
る
「
の
れ
ん
分
け

資
金
融
資
制
度
」
)
を
設
定
し
た
。

こ
の
制
・
艇
は
、
中
小
企
業
に
長
期
に
継
統
し
て
.
那
用
さ
れ
て

く
。
(
以
上
の
内
n
、
七
刀
四
Π
Ⅲ
1
兪
所
倫
用
対
策
委

n
^
本
・
^
業
部
^
エ
^
Π
併
で
開
^
さ
^
た
『
紹
^
カ
^
^
』
Ⅱ
^
田
^
・
叩

上
の
岡
題
の
発
見
'
決
二
1
の
講
努
一
部
で
あ
る
。
)

(
奈
良
豐
短
期
火
学
教
授
)
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従
業
員
独
立
開
業
資
愚
資
W
の
概
要

一
、
貸
付
対
象
業
種

普
通
貸
付
対
象
業
征
の
う
ち
、
生
鮮
食
鷲
等
小
光
業
近
代

化
資
金
貸
付
及
慕
境
衛
生
金
融
公
庫
貸
付
の
対
象
菜
稲
を
除

い
条
種
に
限
る
も
の
と
し
、
か
つ
新
規
に
望
す
る
訴
業

か
、
次
に
掲
げ
る
水
業
で
な
い
も
の
と
す
る
。

゛
、
、

中
小
企
業
団
体
の
翹
織
に
関
す
る
法
律
に
基
つ
く
安
定

W
命
令
の
っ
ち
、
数
量
制
限
又
織
備
制
限
に
係
る
も
の
が

発
塾
ぐ
れ
て
い
る
業
稲
に
属
す
る
事
菜
(
た
だ
し
、
 
n
外

袈
規
制
命
令
の
発
動
さ
れ
て
い
る
地
域
に
限
る
J
 
X
は

寸
^
、
の
^
の
^
^
に
ょ
り
、
"
^
^
.
^
小
^
し
く
^
^
に
一
^
^
^

て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
四
ル
に
準
じ
た
規
制
が
な
さ
れ
て

い
る
汎
業
。

W

斯
規
倫
菜
す
る
地
域
に
霜
い
て
、
リ
叺
事
業
に
関
し

左
N
掲
げ
る
喫
業
が
・
災
施
さ
れ
て
い
る
場
介
で
あ
0
て

そ
れ
ら
の
都
業
の
妨
げ
に
な
る
も
の
。

イ
、
小
小
<
業
剛
休
の
組
誓
関
す
る
法
作
条
づ
く
・
松

延
出
業
(
W
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
)
又
は
介
"
化
出

菜
、

ロ
、
イ
以
外
の
法
律
に
ょ
り
認
め
ら
れ
た
事
業
活
動
の
制

製
が
尖
地
さ
れ
て
い
る
力
業
、

小
小
企
詮
代
化
促
巡
荏
基
.
つ
く
禍
造
改
並
繊
太

、^
^
^
^
^
^
^
^
、
^
わ
う
^
^
^
^
^
^
^
^
寸
、

?

風
俗
券
<
泌
製
に
ょ
る
規
制
の
刈
条
と
さ
れ
て
い
る

心
業
、
そ
の
他
の
ハ
ム
庁
良
俗
に
反
し
、
 
X
は
、
射
作
心
を

あ
発
る
恐
れ
の
あ
る
町
菜
、
そ
の
他
当
欣
*
業
を
薪
説
に

開
業
す
る
こ
と
を
円
溺
に
t
る
こ
と
が
と
く
に
必
要
で
あ

る
と
ま
迅
め
ら
ん
な
い
*
父
。

ス

普
通
貸
付
の
刈
象
雫
あ
っ
て
、
汰
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
独
立
開
菜
し
よ
う
と
す
る
も
の

か
、
現
に
雇
用
さ
れ
る
中
小
傘
の
家
族
璽
員
で
あ
る
場
合

を
除
く
。

■
現
に
一
"
さ
れ
て
V
る
小
諧
継
統
し
て
八
年
以
上
雅

用
さ
れ
て
い
る
二
十
八
歳
以
上
の
新
、

⇔
現
倫
用
さ
れ
て
い
る
小
小
<
業
に
継
統
し
て
五
年
以

上
雄
用
さ
れ
て
い
る
三
十
歳
以
上
の
名
で
あ
0
て
、
山
晟

傘
と
向
一
の
業
N
属
す
る
企
譜
通
算
し
て
十
年
以

上
雇
用
さ
れ
て
い
る
、
の
。

資
金
使
途

寸
一
、
二

新
た
翫
業
(
現
に
雅
用
さ
れ
て
い
る
小
小
<
業
と
同
一
の

茶
種
に
限
る
。
)
喜
む
た
め
に
必
.
安
な
諾
資
金
及
び
長
期

述
転
資
金
と
す
る
。

゛
、
、

ユ二

令

金
額

②
会
社
が
購
入
L
て
支
船
す
る
食
小

そ
の
食
班
の
購
入
仙
纈
に
側
Ⅷ
1
す
る
金
頴

ニ
、
食
事
の
現
物
支
給
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
な
い
場
合

食
小
の
現
物
十
父
船
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
打
中

に
そ
の
人
に
支
給
す
る
食
喫
の
砧
顎
が
七
0
0
円
以
下
で

あ
る
場
介
に
は
、
課
税
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
取
扱
い
が
徐
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

<
改
正
後
の
取
扱
い
>

介
稔
業
n
に
'
す
る
食
打
に
つ
い
て
峡
そ
の
支
給

す
る
食
都
の
価
頴
(
前
記
一
の
①
X
は
②
に
ょ
り
評
価
し
ま

す
。
)
の
断
以
上
を
、
従
父
n
か
ら
徴
収
し
て
い
れ
ば
、
残

り
を
会
礼
が
負
川
L
て
、
そ
の
聖
つ
い
て
は
、
、
隈
し
な

く
て
も
よ
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
食
水
代
と
し
て
Υ
纐
以
上
を
徴
収
し
て
い
る
牙
介

で
あ
0
て
も
、
介
の
負
扣
す
る
こ
と
と
な
る
金
祭
打
額
二

五
0
0
円
を
誓
る
場
介
に
は
、
令
纐
俗
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
立
す
。

会

7

.一

W
 
貸
付
限
度

一
般
貸
付
と
介
わ
せ
て
下
艾
牙
円
(
川
し
.
R
期
運
転
資

見
:
.
一
』
二
三
三
三
=
:
ー
:
二
戸
=
=
=
冒
=
:
ー
ニ
ニ
冨
=
二
三
=
ー
ー
ニ
ニ
ニ
三
二
、
一
一
●
:
.
ー
:
ニ
ニ
=
里
=
=
:
;
.
冨
二
=
二
三
三
=
:
ー
:
里
=
ニ
ニ
一
』
.
一
;
ー
:
ニ
ニ
=
=
一
』
一
一
:
ー
:
ニ
=
=
=
=
ニ
:
才

ー
、
X

衡食
事
の
現
物
給
与

月
額
二
、
五
0
0
円
ま
で
非
課
税

^
ー
を
"
"
↓
^
^
^
し
上
ル
リ
介
の
1
及
L
ガ
 
V
1
村
ム
ー
F
ヒ

Π
以
後
に
卜
X
瓢
^
べ
き
も
の
力
ら
、
そ
h
ぞ
九
汰
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
た
。

闇

一
貸
付
利
率

年
九
・
四
%

W
 
貸
付
期
樹

設
備
資
金
に
つ
い
て
は
ヒ
年
以
内
(
据
置
二
年
以
内
)
長

期
殺
資
金
に
つ
い
て
は
至
以
内
(
据
置
六
力
月
以
内
)

-
 
L
、

流
1
年
叟
負
付
Ⅱ
'
ー

1

三
十
億
門

な
お
、
こ
の
制
^
は
国
民
^
立
^
^
ム
^
の
^
十
^
^
伽
^
口
に
お
い

て
七
刀
一
口
よ
り
受
付
を
開
始
で
き
る
よ
う
鞭
備
患
め
て

i
゛

資
椛

金
に
つ
い
て
些
下
万
円

,
=

、

い
る

四
、
貸
付
条
件

j
」

ト

一
、
食
事
の
評
価

介
(
水
父
所
)
が
、
従
父
n
に
刈
し
て
十
父
給
す
る
食
水

二
価
に
つ
し
て
ょ
こ
れ
ま
で
、
そ
の
食
*
の
材
N
t

斐
す
る
釡
微
に
ょ
二
価
t
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

こ
の
七
0
%
に
ょ
る
評
佃
力
試
が
廃
止
さ
れ
、
次
の
よ
う
に

改
め
ら
れ
た
。

<
改
一
佐
の
爪
扱
い
>

①
会
村
力
J
"
し
て
十
父
竿
る
食
小

そ
の
食
小
の
材
"
ず
に
塾
す
る
Ⅲ
接
費
の
額
に
N
門
す
る
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Ξ
、
深
夜
勤
務
老
に
支
給
す
る
食
事
代

ジ
夜
剃
影
"
に
支
仇
1
る
,
佐
食
代
こ
つ
い
て
ょ
、
こ
れ

で
射
延
の
、
,
獣
佐
勤
笏
X
に
つ
い
て
の
ユ
へ
そ
の
深
孜
効
務
一

川
の
十
X
斧
菰
ガ
 
0
0
■
以
下
(
■
七
0
0
円
を
魅
)
の

場
介
は
、
 
1
沈
し
た
く
て
む
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

力
こ
の
大
び
、
こ
の
 
1
吸
Y
力
懐
備
さ
丸
,
、
数
の
よ
ウ
C
唆

め
ら
れ
た
。

＼
ν
^
^
O
b
^
ト
及
、
/

そ
の
 
d
 
Ⅱ
,
"
U
 
"
膨
お
W
Ⅲ
力
{
伎
1
功
ノ
ら
叫
、
>
Π
の
「

゛
、
、

定
着
し
つ
つ
ぁ
る

商
店
巡
回
相
談

/
俗
P
1
の
ル
き
た
,
上
を
川
く
し
こ
と
を
H
リ
N
に
企
向
L
た

,
n
リ
巡
仰
扣
ゞ
、
は
、
ヒ
刀
八
Π
の
云
《
山
り
・
問
北
折
を
皮

功
り
に
、

川
向
・
小
西

^
少
^
ノ
^
^
、

雄

学
幽
前
の
各

」
^
1
L
」
^
,
^
,
^
さ
^

阿
^
回
斜
ン
ば
メ
豹
耐
^
る
而
工
、
^
論
^
^
、
と
し
て
^
以

委
n
の
W
力
を
礼
て
行
糊
店
街
の
現
在
偵
脚
し
て
い
る
川
題
、

主
た
将
氷
に
刈
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
ル
辻
対
し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
吐
儲

を
招
き
、
質
疑
'
笄
式
に
災
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

延
参
加
人
a
は
t
再
名
と
多
く
咋
年
十
一
打
実
施
し
九

、

け
よ
り
、
約
一
仇
の
人
n
を
条
め
る
こ
と
が
で
き
、
凹
所
の
小

規
模
*
業
と
し
工
俳
し
つ
つ
ぁ
る
こ
と
が
伺
え
た
。

前
五
岫
ま
で
の
剖
に
な
る
 
L
力
"
-
R
徐
,
孜
効
筏
を
す
る
人
こ

夜
食
を
g
物
工
X
給
す
る
こ
と
ガ
北
し
く
困
鄭
な
場
介
に
、
夜

食
の
g
物
・
戈
給
に
代
え
て
企
銭
を
支
冷
し
た
と
き
に
は
、
そ
の

夜
食
代
が
深
孜
効
務
一
河
に
?
さ
二
0
0
門
以
下
の
、
の
に
製

り
課
祝
さ
れ
な
い
こ
と
と
た
り
ま
し
た
。

(
江
)
残
誓
し
た
り
銜
H
励
を
し
た
人
に
支
給
す
る
奈
こ

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
濁
り
課
税
し
な
く
て
も
Υ
h
1
父

え
あ
り
立
せ
ん
。

ユ

ゞ
■

.
生

ヅ
^
一
'
、
ト
一
@
ム

講
演
会

,
繊
維
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
"

ま
t
ま
す
深
刻
化
す
る
経
済
状
態
の
小
で
不
況
の
波
に
も
ま

れ
る
ヰ
弓
傘
1
 
と
り
b
け
織
練
業
外
は
打
柴
大
き

い
七
盲
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅷ
J
抽
で
は
、
今
後
の
同
父
界
の
行
く
え
を
占
う
べ
く
『
繊
緋

葬
の
W
に
つ
い
て
L
 
忘
し
驫
冬
を
W
し
ま
す
。

日
^
^
^
^
^
日
^
^
、
^
^
^
^
^
^
^
^
。
^
^
^
Π
^

隼
繊
締
恊
会
大
野
務
四
ー
ケ
ッ
一
ブ
イ
ソ
グ
課
長
の
袈

晋
策
氏
を
予
定
し
て
船
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
'
加
下
さ
い
。

、

亀

、
ノ

/
 
J

専
門
相
談
員
に
ょ
る

相
談
室
開
設
ノ
.

当
所
で
は
、
<
.
貧
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
一
卜
記

恬
程
に
ょ
り
専
門
側
訊
笙
を
開
設
し
て
お
り
ま
t
。

お
凝
仕
に
ご
利
用
下
さ
い
。
尚
こ
の
相
壁
手
を
ご
利

用
さ
れ
る
力
は
事
前
(
前
日
で
も
可
)
に
当
所
宛
ご

述
絡
下
さ
い
。

月
曜
日
法
律
相
談
区
・
・
8
t
三
・
・
8

^
÷
^
げ
^
^
^
、
一
^
~
"
Ⅱ
Ⅱ
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
ν
・
・
^

介
護
士
を
都
介
政
し
ま
ナ
。

水
曜
日
経
理
・
税
務
相
談
一
三
・
・
8
1
豆
・
・
8

公
'
会
聖
・
税
理
士

中
島
良
次
氏

木
曜
日
特
許
相
談
茎
・
・
o
o
t
盆
・
・
呂

介
理
士蔦

田
璋
子
氏

金
曜
日
金
融
相
談
石
:
8
t
夫
:
8

当
所
経
営
指
導
員

ノ
、

爽

,
t
 
'
魚

ー
ン
^

゛
^
X
'
^
ニ
ヅ
^
、
之

、

ノ
立
,

堂
一
呈

〒
き

欝
,

=

」

'

一

ノ

8

ノ
ノ
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Π
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1 △,

劃
所'
日
言士
励じ、

ーー七ノ、ンカノ、、

加工

所二

TEL

区M7フ

在地

・小 L

赤念イ1↑女Lt

(
六
月
1
七
月
)

◇
命
連
券
N
小
委
n
命
催
(
出
・
焚
剰
、

6
刀
幻
H

於
汽
所
)

◇
卸
会
野
<
今
、
"
併
儒
(
於
ψ
1
所
)
◇
喫
小
光
部

会
妥
R
会
開
催
(
出
席
L
名
、
於
ψ
1
所
)
◇
荷

が
ー
、
、
・
:
1
叫
亦
又
1
/
^
川
"
Ⅱ
へ
八
W
 
・
山
^

◇
小
規
模
<
堂
無
寸
機
関
連
絡
恊
議
会
に
川
席

(
木
戸
部
上
、
於
火
阪
叫
ル
局
)
◇
卸
剛
研
究
会

樹
り
ー
・
吊
-
ー
,
名
,
ハ
ψ
"
◇
商
【
ま
つ

り
・
 
h
一
左
ー
ム
こ
"
小
山
Ⅱ
小
巾
,
y
り
心
、
ト
小

於
市

町
村
<
、
ム
納
)

◇
U
規
模
傘
揣
導
裟
渕
迎
偽
驫
会
に

5
1

・
琳

出

(
艸
野
指
1
 
戻
大
阪
通
凡
局
)
◇
努
促
進

ー
、
.
永
k
Ⅱ
U
 
.
5
 
Ⅱ
タ
ト

令
締
.

一

十
4
、
姶
1
所
)

◇
ニ
ニ
ー
ド
送
迎
バ
ス
・
ダ
イ
リ
セ
ン
タ
ー
、
学

、
呆
^
^
^
ト
^
ー
^
^
q
u
^
^
,
'
^
・
^
^
ノ
^
^
ー
^
^
^

◇
片
1
 
-
ー
、
印
近
商
述
帛
仟
W
小
会
に
川
邪

<
H
川
」
<
介
ル
.
努
,
川
長
~
八
入
商
)

◇
錦
八
1
四
い
珠
一
諾
力
徐
定
試
験
災
施
令
父
余

'
む
川
n
/
1
 
薪
於
Ⅲ
門
・
ソ
川
甥
大
一
,
f
)

◇
部
厶
野
ノ
,
、
J
併
併
(
於
ψ
1
所
)
◇
観
光
従
父
n

J
ル
,
<
ム
]
ム
せ
,
火
,
ル
(
"
岐
名
、
ハ
"
1
折
)

^
ソ
←
^
^
^
^
4
^
知
^
^
^
ム
・
N
^
^
^
・
.
詰
、
^
^
、
へ
、
、j

1
)

◇
命
郡
y
範
小
委
員
命
催
(
嶋
常
九
名
、

§
所
)
◇
雁
用
対
策
委
員
会
(
出
席
十
一
名
、

於
当
所
)
Ω
1
業
災
厶
開
催
(
出
席
九
名
、
於
当

^
^
◇
^
ψ
^
小
^
部
^
本
開
^
(
出
^
^
^
名
、

ハ

゛
)
◇
当
卿
人
会
七
月
役
員
命
催
(
出
席

一
名
、
§
所
)

^
^
・
^
肌
^
'
^
^
^
一
今
^
^
^
^
ロ
^
,
^
ム
^
^
一
ム
^
^
^
出
^

八
名
、
於
畴
所
)

◇
鷲
川
指
導
a
研
修
会
に
出
席
(
艸
野
、
渡
辺

^
川
、
^
^
^
^
^
^
、
^
^
^
^
、
あ
^
^
^
、
^
^

靴
鷲
湃
諾
(
得
数
十
九
件
、
§
所
)

◇
女
子
社
n
敦
介
風
譜
習
会
排
俳
(
淋
師
ヒ
.

^
^
^
^
、
^
」
^
^
汗
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

談
・
兇
(
延
参
加
人
n
t
百
宗
)

◇
近
需
「
合
所
述
冬
災
厶
W
 
田
詰
百

十
薪
、
於
ψ
1
所
)

入◇
四
特
耕
遵
n
研
修
会
秀
飢
(
"
野
、
渡
辺
、

^
^
^
^
、
'
^
^
^
Π
^
^
^
、
^
^
^
'
^
'
^
、
江
^
・
一

^
^
^
川
^
^
イ
^
^
ψ
^
品
^
^
^
.
ム
^
^
^
^
^
^
^

■
)◇

高
際
友
好
梨
参
n
会
零
に
出
席
(
小
谷

小
務
局
長
、
於
奈
良
ホ
テ
ル
)
◇
旧
就
職
促
進
協

ー
ぽ
<
ム
リ
"
心
厶
こ
"
寓
(
」
谷
小
務
・
一
長
八
岬
如

人
<
邑

^
卯
一
^
ム
一
批
/
ム
^
菅
、
h
Ⅲ
^
ゾ
ハ
^
一
阿
^

◇
系
謬
リ
n
委
n
会
三
△
金
命
催
(
於

ψ
1
所
)
◇
1
射
人
会
ヒ
打
例
会
(
出
竺
十
名

於
東
大
寺
)

設

7
刀
1
 
Π

ノ
ノ

義ニ=ロ会

(
岐

一

奈

-
4

一
.

一
.

0
-

3
-

3
 
1

扣
1
Ⅲ
8

係
1
 
条
7

一

葉

吹

業
工

9
 
2

,
 
8
 
-
 
2

手
一

設
村
設
村

自
匡
、
、

L
、
ー
~
ー一

゛
イ

一

!
、

1

1

ク

H
/

チ
務
一

内

,

宗
ス
小
、

一

一
」

-
ー
ー一一

イ

1
一

f
、
-
ー

・
'
ゞ
、
、
タ
、

L

、
一

,
ー

.

、
ガ
チ

一

一

N
オ
リ
パ
、
り
オ
一
笄

一

工

一
一

一

ヨ

〕

一

一

一

3

ιf
1

-
ー
-
 
4
 
-

斤

Ⅲ
 
5
 
-

一

-
 
1
]
1

名
丈 .

丁
所
工

＼

予
1
 
L

里
ブ

舮
リ

ー
.
↓
く

上
.
上

ゾ
、
ノ
メ
ノ

ι
、

、
.
1
 
-

.
ひ

一

、
.
ー

一
一

,
,
"

一

陀子 1丘

、 、

ー
ー
Ξ
 
1
 
1
 
Ξ
 
1

8

ー
、

:
、

一
)
一

-
ー

町

鉄

来

、

1
王

ナ
ー

一

8
H

,

」

一

一
.
、
ズ
ー

・
大

一

1
一
良

、
デ

名

一
.
上三塑

ナ
.
し

一
一
J
/

7
Π

こ

U
H

治
一
1
山
昇

.

ト
,
L

一
ク

5
ト

ノ
河丁

坂

剣

一

↓

鯛

、
、
、

社

-
ーj

π
ι

,
ー

.

.氾4;

巾
山

一



J
1
j
1

ι
ル

.
ツ

一
ノ

茶
の
間
吟

11よ

゛
]

一
「良
通
良
通

プ
刀
ナ
刀

ι'
リ

〒
J

報
業.リるι}さU"希を

ス

d築
一
建

、
汲、A▲

尻

情
、

新
木
村
謡

器訊日

ー
オ

・
N
 
-
 
B

.

}1j

ユ

◇
社
名
変
更

新
松
井
紀
夫

1

(

二

人
上
知
以

立り

村

斤

)リ
了(4

-
.

勾

,
上

ゾ
河

主
孜

お

二
三
口

"

、
由

.
、

哲
也

Ⅱ
河

、
コ

↓
J込

長
谷
川
謙
吉

,
ー

Ⅱ

市

r
)百

一1

紙
上
経
営
相
談

当
所
で
は
、
商
店
絲
営
の
あ
ら
ゆ
る
陶
題
に
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